
 

 

調布駅前広場検討について 

 

１ 市民意見把握について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンハウス（井戸端会議） 

《駅前広場》 

   日時 令和元年７月３０日（火） 

～８月３日（土）（４回） 

   場所 調布駅前広場内（仮設テント） 

 

 

意見交換会 
《福祉団体》 

   日時 令和元年８月（予定） 

 

 

（仮称）調布駅前ひろば検討会（第１回） 
日時 令和元年８月 (予定) 

委員 学識経験者 ４名 
[バリアフリー推進協議会] 

[都市計画審議会][景観審議会] 

[環境保全審議会] 

    市民委員  ５名 
          [バリアフリー推進協議会] 

[都市計画審議会] 

 [民生児童委員・行政相談委員・ 

行財政改革推進会議] 

[地域福祉推進会議] 

[子ども・子育て会議] 

    地域団体  ４名 
[樹木あふれる調布駅前広場をつくる会] 

[第一小学校地区協議会] 

[商工会 商業部会] 

[くすのきの会（造園関係）] 

７月下旬～８月 

８月 

調布駅前ひろば検討会（第２回） 

９月 
アンケート調査 

対象 無作為抽出の調布市民 

１６歳以上 ３０００人 

内容 広場機能に求めるものについて質問 

８月 

調布駅前ひろば検討会（第３回） 

１０月 

調布駅前広場説明会 

日時 令和元年１２月(予定) 

内容 駅前広場の最終案公表 
 

調布駅前ひろば検討会（第４回） 

１１月 

１２月 

利用者団体意見交換会 

１１月 



 

  
 

 

 

２ 諸計画を踏まえた駅前広場の機能  

《中心市街地街づくり総合計画》（平成 12 年 3 月） 

〈駅前広場のあり方〉 

【交通結節機能】 

 ○鉄道とバスなどとの乗り継ぎの利便性を確保する機能 

【環境空間としての広場機能】 

 ○憩い・集い・語らうための 「交流機能」 

    ○緑やモニュメントなど市の顔としての 「景観形成機能」 

 ○公共サービスなどの情報を提供する 「情報提供機能」 

 ○防災活動の拠点となる 「防災機能」 

《中心市街地デザイン・コンセプト》（平成 21 年 7 月） 

    ○豊かな広場の確保       

○歩行者優先の広場     

○交通結節機能向上による利便性の確保 

〈ひろばゾーン〉 

    ○緑に囲まれたかつての広場のイメージを尊重し，自由に使えるできるだけ大きな広場を市民に提供する 

〈公共施設・プレイゾーン〉 

  ○駅出入口など周辺の人の流れを考慮して配置する 

〈噴水〉 

  ○駅前の風景として人々の記憶に残る噴水は，調布市の歴史をイメージで引き継ぐための大切な要素 
 

３ 駅前広場のあり方の再確認・検証 

【交通結節機能】⇒ 再確認（確定までの経過を見える化・前提条件の再確認） 

＊公共交通乗継の利便性の確保（鉄道施設とロータリーの結節） 

＊ロータリーの規模（バスベイ，タクシー，身障者用，一般車用スペースの確保） 

＊歩行者動線の確保 

＊ユニバーサルデザイン 

＊バス・タクシー等利用者，送迎などの利便性の確保 

 【環境空間としての広場機能】⇒ 検証（庁内検討・市民意見を踏まえて決定していく） 

  「交流機能」 

・いこい空間の設置（緑の確保，ベンチなどの設置） 

   ・にぎわい空間の設置（イベント広場） 

   ・歩行者動線の確保と回遊性の向上 

  「景観形成機能」 

   ・景観や日陰などを考慮した樹木の配置 

   ・モニュメント・ストリートファニチャーなどの設置 

   ・噴水や芝生の必要性 

「情報提供機能」 

  ・各種情報の発信機能（市政情報・観光案内・バス発着情報等） 

「防災機能」 

 ・帰宅困難者対応や防災拠点としての防災機能 

 

 

 

 

 

資料２－３ 

 

 


